
こんにちは!

いよいよ平成30年度
が始まりました。

私、じんだてくん
も歴史図書館の2階
から皆さんに開館の
日をお知らせして
います。

わたくし、じんだてくん



新発田市立
歴史図書館

の開館が
平成30年7月7日
に決定いたしました。

改修工事もおわり
現在担当スタッフ
が開館に向けて準備
を進めています。



入 り 口 の 看 板 も
一新して、ロビーも
落ち着いた雰囲気に
仕上がってるね。

もともと、有名な
建 築 家 が 設 計 し た
建 物 だ し 、 照 明 の
一部をLEDに変えたら
明るくなりました。
それに館内の案内板
も新しくなったんだ
よ。



ずいぶんとまた、
立派な案内板だね。

彫刻のふち取りもある
し、これ、結構値段が高
かったんじゃない？

案 内 板 に そ ん な に
お金をかけるよりも、
倹約するとか、もっと
ほかにかけるべきところ
があるんじゃないの？

烏帽子殿



(烏帽子殿)
おやっ、

案内板の横をみると、
ちょうつがいを留めた
あとが残ってるね。

ということは、これ
はもともと部屋の扉
だったんだね。

新潟県庁移転記念
って彫ってあるから、
昔の県庁で使われて
いたのかな。



案内板のベースになって
いるのは、以前、市の
紫雲寺庁舎で使われてい
たついたてで、もともと
は昔の新潟県庁舎の扉
だったものを作りかえた
んだって。
そ れ を 歴 史 図 書 館 へ
持ってきて案内板に仕立
てたんだよ。

じんだてくん



なるほど!

じゃあ新しく作ったのは
プ レ ー ト の 部 分 だ け
なんだね。

そいつはいいや。

余計なお金をかけずに、
お し ゃ れ な 案 内 板 を
作ったというわけか。

いわれがわかると、
歴史の重みも感じるね。 烏帽子殿



歴史図書館が目指す目標の
ひとつが
「にぎわいの創出」。

昔のものをじょうずに再生
することで、にぎわいを
つくり出す。

そんな場所にふさわしい
案内板ではないかな。

スタッフ一同引き続き努力し
歴史図書館がにぎわいの場と
なるよう、たくさんの皆様の
お越しをお待ちしています。

騎馬武者様


